
〈問い合わせ〉農政課 農地整備係　℡0967（67）2706

「田んぼダム」に取り組みましょう!!
　「田んぼダム」とは、田んぼに降った雨水を一時的に貯め、時間をかけてゆっくりと排水する取り組みです。
　「田んぼダム」に取り組むことで、田んぼから流れ出す水の量を緩やかにする効果が確認され、これにより降雨時
の浸水リスクなどの被害軽減が期待できます。さらに、「田んぼダム」に取り組んでも農作物の生育や収量などへ特
段の影響がないことも分かりました。
　また、多面的機能支払交付金などを活用して、「田んぼダム」専用せき板※1、専用排水桝※2を購入（写真参照）する
ことなどができます。
　人吉・球磨地域では、令和5年度末時点で既に617ha（東京ドーム約135個分）の田んぼで取り組みを実施して
います。このように、身近な地域や下流域のために、農家同士で協力して「田んぼダム」を推進しています。
　「田んぼダム」は地域全体のより多くの田んぼで取り組むことによって、災害リスクに対するより大きな効果を発
揮します。皆さんの地域を田んぼで守るため、ぜひ、「田んぼダム」に取り組みましょう。

田んぼダムの仕組み

もっと知りたい方は
QRコードから!!

※1

※2
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雨水湛水事業について
～雨水を有効活用して地下水を増やしましょう！～
　昨年度から、稲作期間中に排水口のせき板を通常より5㎝高くすることで、雨水を有効活用した地下水涵養に取
り組んでいます。協力いただける稲作農家の人に10aあたり3,000円を補助します。
　対象水田など詳しくは以下のとおりです。取り組みに協力いただける人は5月30日（金）までに農政課 農政係へ
申請書の提出をお願いします（申請書は農政課窓口にあります）。

用水を主にボーリングによる地下水で賄っている水田対象水田：
6月～8月の間で60日以上実施期間：
①上記期間中は排水口に通常より5㎝高いせき板を設置してください。
②農政課で配布する雨水湛水の看板をほ場に設置してください。
③一部の水田で東海大学農学部が調査を実施しますのでご協力く
ださい。

実施内容：

①せき板は各自で準備をお願いします。
②この取り組み実施で畦畔のくずれ、コンバインのはまりこみな
どが発生しても村からの補償はありません。
③畦畔の崩れを防止するため、できるだけしっかりと畔塗りを行っ
てください。

注 意 点：

通常より高く設定したせき板のイメージ

〈問い合わせ〉農政課 有機農業推進係　℡0967（67）2706

環境保全型農業直接支払交付金について（ご案内）
　この事業は、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき、農業の持続的発展と農業の有する
多面的機能の健全な発揮を図るために、環境保全に効果の高い営農活動に対して支援を行います。
　申請をご希望の人は、5月30日（金）までに農政課有機農業推進係までご相談ください。
　主な取り組み（一部）は以下のとおりです。

■環境保全型農業直接支払交付金の詳細や他の取り組みについては、農林水産省のホームページを
ご覧ください。

主作物の栽培期間の前後いずれかに緑肥（レンゲなど）を作付し、農地へ鋤
き込むことで炭素を土壌に貯留し地球温暖化防止に貢献する取り組み(前
年度に鋤き込んでいないと対象外）

緑肥の施用

対象取組（一部）

有機農業

有機農業（雑穀、飼料作物）

堆肥の施用

緑肥の施用

交付単価

14,000円/10a

3,000円/10a

3,600円/10a

5,000円/10a

土壌診断結果に基づく施肥管理計画により、作物の生育に必要な量の堆肥
を主作物の栽培期間の前後いずれかに施用することで肥料成分の流亡を抑
制し水質保全に貢献するとともに炭素を土壌に貯留し地球温暖化防止に貢
献する取り組み。

堆肥の施用

慣行的な栽培方法にて化学肥料および化学合成農薬を使用している作物に
ついて、化学肥料および化学合成農薬を使用しない営農活動を行うことで
生物多様性の保全などに貢献する取り組み。

有機農業

※同一のほ場においては、1つの取り組みに対してのみ対象となります。
※活動が終了した後は実績報告書の記入のほか、取り組み状況がわかる写真や生産記録などが必要となります。
※本制度は予算の範囲内で交付金を交付する仕組みです。申請額が予算額を上回った場合は、減額
される場合があります。

※令和７年度から【冬期湛水】については環境保全型農業直接支払交付金から多面的機能払交付金に移行になります。
また、制度改正により冬期湛水に係る取り組みが交付金の対象外になる場合もあります。
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